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要旨 新型コロナウイルスの拡大影響により、信楽焼業界の生産販売高は大きく落ち込

み、感染予防から都市部での営業活動も進まず生産調整とともに事業継続の危機を抱えて

いる。一方、一般家庭ではコロナ禍により密集を控え、家庭内で過ごす時間を大切にする

生活様式が広がりを見せている。そこで、信楽焼産地が得意とする大物陶器製造技術およ

び試験場が蓄積してきた製造技術を活用し、衣・食・住の各分野における生活の質を高

め、新しい楽しみ方ができる陶製品のデザイン開発と試作を実施した。 

 

 

はじめに 

コロナ禍により三密を避け家庭内や屋外で過ごす新し

い時間の過ごし方が広がりを見せている。 

本研究では耐久性や耐熱性の陶器の本来機能とこれま

での製品開発で培った技術を活かし、衣・食・住の各分野

で新しく家庭で楽しめる陶製品の提案を3年計画として実

施した。 

１ .「衣」陶製アクセサリー＆ボタン 

 デジタル加工技術を利用して製作した樹脂型を活用した

製品の開発。 

宝石や樹脂にはない、陶器の質感や釉薬による多彩な

表情、形状の豊富さをポイントにデジタル加工機を活用し

た樹脂型で型起こし成形によるボタンやアクセサリー、また

石膏型を使い鋳込み成形による中空体のアクセサリーの

製品試作を行った。 

デジタル加工により型製作の迅速化が図れ、またサイズ

の拡大縮小が安易にできた。 

 

２ 「食」調理器具 

コロナ禍によるステイホームにより内食需要が高ま

った。そこで家庭内での厨房で使える新たな機能を付

加した調理器具の提案を行った。 

今回は直火対応素材で成形した冷燻土鍋やホームベ

ーカリー、また軽量材を添加した余熱調理鍋の試作を

行った。さらに近年入手困難な低膨張材料のペタライ

トに代わるコージライトを使用した低膨張素地の検討

も行った。 

図１ 陶製ボタンとアクセサリー 

 

 

図２ 冷燻土鍋及び調理例（スモークサーモン） 
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図３ パン焼き器 

 

図４ 余熱調理鍋 

 

 

 

３ 「住」手洗い鉢 

コロナ禍による感染対策、環境への配慮を特徴とする質

の高いものを生活の中に取り込む新たなライフスタイルで

使える製品の提案を行った。今回は、素地にリサイクル素

材や産地工場内の汚泥を利用し、加飾には伝統技法のロ

クロによる練り込み技法を使い、環境や伝統を意識した手

洗い鉢の提案を行った。 

 

図５ 手洗い鉢 

 

４ 「住」RE PRODUCT 2022- 

 質の高い製品として玄関先や庭のエクステリアで使

える過去のデザイン性の高い復刻版製品の提案を行っ

た。今回は製品の付加価値を高めるため、１９６０年

代クラフトデザインの専門家日根野作三氏らにより開

発された製品の復刻版の試作提案を行った。 

 

図６ 1960年デザイン賞受賞 復刻燈籠 

 

 

図７ デジタル加工技術を活用して試作した置物 

 

 

図８ パーテーションスタンド 

 

 

 

 



 

 

５ 「住」玩具 

信楽焼のたぬきの八相縁起をモチーフにしたすごろく

で、ネーミングを「たぬうらない（たぬき×うらない）」としまし

た。成形はデジタル加工機で石膏型を作り、型起こしによ

り中空体を成形し、音の鳴る鈴になるように異素材を混入

しました。結果、高音で心地よい音色が鳴る鈴が試作でき

た。 

 

図９ 信楽透器製の玩具 

 

図１０ 徳利型鈴の内部構造 

 

図１１ セラミックトナーによる上絵転写紙原稿 

 

 

６ 「住」干支置物 

現在における「スローライフ」を意識した柔らかいデザイ

ンの干支の置物を提案で、各パーツの組み替えにより、デ

ザイン・色彩における選択の幅や拡張性の向上が見込め

る。 

 

図１２ 拡張性のあるデザインの置物 

 

 

７「住」加湿器 

特許第4976010号「多孔表面陶磁器」の技術を活用した

加湿器の試作を行った。ガラス容器を使うことにより、水の

減り方が目視でわかり、多孔表面陶磁器の本数を変えるこ

とで加湿効果も調整できる。 



 

 

 

図１３ 加湿器 

 

 

８「住」陶製プランター 

鉢の組み合わせや、組み換えによってガーデニングを

楽しめるプランターの提案を行った。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１４ 陶製プランター 

 

 

 

９ まとめ 

コロナ禍を経て、個人や家庭、社会生活をどのようにし

たら、楽しく快適に充実できるかを想定し、機能的な要素

も入れながら、陶器製品の提案を実施した。 

また技術移転を図る目的で、今回の試作提案について

は、研究途中においても場内の展示交流スペースにおい

て、展示紹介を行うとともに外部有識者（出井豊二氏： 京

都女子大学理事・生活デザイン研究所副所長、奈良平宣

子氏：嵯峨美術大学名誉教授）と意見交換しながら改良・

検討を行った。 

 

 

図１５ 有識者との意見交換及び展示風景 

 

今後も使われるシーンや空間を考慮たサイズや形状な

どのブラッシュアップを行うとともに、製品化につながる業

界支援を図る考えである。 

 


